
研究紹介 
がんドーマンシー 
がんの中には、原発巣を切除した後に、長期にわたって再発のない状態が続いた後

に再発するものが見られます。このようなものをがんドーマンシーといいます。ドーマ

ンシーは冬眠のことです。このようながんでは、身体のどこかに冬眠のように増殖しな

いが死滅もしないがん細胞が存続し続けていることを意味しています。興味深いこと

に必須脂肪酸であるリノール酸でがん細胞を持続処理するとドーマンシーを誘導でき

ることがわかりました（1）。その機序として、抑制性 gli2 の生成による幹細胞性の亢

進（2）と miR-494 によるエネルギー代謝の抑制（3）が関与することが分かりました。 
 
培養系でリノール酸(LA)処理

し静止状態になった癌細胞を

マウス皮下に投与しさらにマ

ウスに LA 

を投与すると皮下腫瘍は増大

しない(A)。しかし、皮下組織

内には癌細胞の集簇巣が残

存し(B)、増殖活性、血管新生、

免疫細胞浸潤のいずれも認

められず（E）、ドーマンシーの

状態と見なされる。 
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